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Design development of the bench made from aluminume.


























































図４ フレーム模型 縮尺 1/5 図５ 脚部原寸模型と人体図
５．パネル端部の切削実験と細部の仕様
切削実験として，はじめにパネル表面材アルミ板 1mm と，枠材アルミフラットバー
12 mm× 18mm を接着し，パネルの状態で切削加工の実験をおこなった。部材間の接着
に必ず現れるジョイント線を，２次加工の面内におさめることにより，一見無垢板のよう
なパネル表現が可能となった（図 7∼ 8）。



















りを 100mm の高さから落下させ，社内基準 4,000回の試験と，３人掛け端の席に同様の
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図 12 接着工程
図 14 組み立て工程図 13 試作Ⅰフレーム
図 11 背凭れ部分の構造
９．アルミ押出成形材の設計
貫材・座受け材の専用パーツとして 14mm× 119mm のアルミ押出成形材を設計した。
コネクトピンの取付け溝を４箇所作ることにより，脚パネルとの固定及び，押出成形材同





図 15 落下衝撃試験（全体） 図 16 落下衝撃試験（部分）
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図 20 背凭れ・座面後縁図 19 座面前縁
図 21 コネクトピンを取り付けた脚パネル 図 22 組み立て工程
























ベンチ：w 1,800mm× d 680mm× h 700mm× sh 420mm
カウチ：w 1,800mm× d 450mm× sh 420mm


















滝 本 成 人
― 54 ―
